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第
三
節
論
争
の
諸
段
階
お
よ
び
文
献
「
社
会
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法
則
」
概
念
の
検
討
（
そ
の
1
)
「
社
会
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法
則
」
概
念
の
検
討
（
そ
の
2
)
ー
A
以
上
、
第
九
巻
三
号
＞
通
説
的
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
ー
A
以
下
、
本
号
＞
異
説
的
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
通
説
的
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
在
法
則
」
論
の
検
討
社
会
構
成
体
の
基
本
的
経
済
法
則
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
の
異
な
っ
た
諸
見
解
は
、
い
か
な
る
経
済
法
則
を
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
と
み
な
し
、
そ
れ
を
い
か
に
定
式
化
す
る
か
に
つ
い
て
の
異
な
っ
た
諸
見
解
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
る
。
本
節
の
課
題
は
、
こ
れ
ら
の
見
解
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
目
的
・
手
段
」
命
題
に
基
本
的
に
依
拠
す
る
通
説
的
な
諸
見
解
を
批
判
的
に
検
討
し
つ
つ
、
必
要
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
む
す
び
第
四
節
第
一
節
第
1
一節
序
4
 
目
次
口
（
長
砂
）
I
現
代
社
会
主
義
経
済
法
則
論
の
構
造
②
I
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
長
論
の
検
討
口
砂
実
550 
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
周
知
の
よ
う
に
、
口
（
長
砂
）
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
の
問
題
を
最
初
に
提
起
し
、
そ
の
定
式
化
を
初
め
て
試
み
た
の
は
、
リ
ン
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
の
論
文
の
な
か
で
こ
う
書
い
た
ー
ー
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
本
質
的
な
諸
特
徴
と
諸
要
求
と
は
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
社
会
全
体
の
た
え
ず
増
進
し
て
ゆ
く
物
質
的
お
よ
び
文
化
的
な
諸
欲
望
を
、
高
度
の
技
術
に
立
脚
す
る
社
会
主
義
的
生
産
の
た
え
ま
な
い
増
進
と
改
善
と
に
よ
っ
て
最
大
限
に
み
た
す
よ
う
に
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
。
」
(
[
1
]
邦
訳
、
五
0
ペ
ー
ジ
）
彼
は
、
さ
ら
に
、
こ
う
も
書
い
た
ー
「
…
…
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
生
産
に
た
い
す
る
消
費
の
『
優
位
』
」
「
で
は
な
く
て
、
…
…
社
会
主
義
的
生
産
の
基
本
的
目
的
へ
の
、
社
会
主
義
的
生
産
の
従
属
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
全
体
の
た
え
ず
増
進
し
て
ゆ
く
物
質
的
お
よ
び
文
化
的
な
諸
欲
望
を
最
大
限
に
み
た
す
よ
う
に
保
障
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
1
こ
れ
が
社
会
主
義
的
生
産
の
目
的
な
の
で
あ
り
、
よ
り
高
度
の
技
術
に
立
脚
し
て
社
会
主
義
的
生
産
を
た
え
ず
増
進
さ
せ
改
善
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
で
あ
る
。
（
傍
点
ー
原
文
）
」
、
と
(
[
1
]
、
邦
訳
、
九
ニ
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
定
式
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
典
型
的
に
「
目
的
・
手
段
」
命
題
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
の
目
的
と
手
段
の
連
関
は
生
産
と
消
費
の
連
関
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
さ
れ
こ
の
定
式
は
、
最
初
、
『
経
済
学
教
科
書
』
の
な
か
に
も
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
た
(
[
5
]
（a),
C
T
p
.
 4
0
5
,
 
(
b
)
,
 
C
T
p
.
 4
1
6
)
。
だ
が
、
第
四
版
の
同
書
で
ほ
、
つ
ぎ
の
定
式
化
が
な
さ
れ
て
い
る
ー
|
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
諸
特
徴
は
、
社
会
の
全
成
員
の
た
え
ず
増
進
す
る
諸
欲
望
を
も
っ
と
も
完
全
に
み
た
し
、
彼
ら
を
全
面
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
先
進
的
な
技
術
、
社
会
主
義
的
協
力
に
も
と
づ
い
て
生
産
を
た
え
ま
な
く
拡
大
し
改
善
す
る
点
に
あ
る
。
」
(
[
4
0
]
C
T
p
.
4
3
7
)
、
と
。
こ
の
「
新
し
い
」
定
式
は
、
ス
ク
ー
リ
ン
定
式
を
つ
ぎ
の
二
点
で
改
善
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
第
三
版
の
定
式
(
[
1
4
]
C
T
P
・
4
4
8
,
[
2
9
]
Cは
p.
4
5
0
)
の
な
か
に
、
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
な
か
ぎ
り
で
わ
れ
わ
れ
の
見
解
を
も
の
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
四
ス
ク
ー
551 
さ
ら
に
「
社
会
主
義
的
協
力
」
を
新
た
に
加
え
て
、
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
第
三
版
に
お
け
る
改
善
の
一
点
は
、
消
費
に
た
い
す
る
生
産
の
規
定
的
役
割
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
義
の
命
題
を
明
確
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
法
則
の
「
消
費
者
的
理
解
」
の
余
地
「
社
会
の
す
べ
て
の
成
員
の
全
面
的
発
展
」
に
か
ん
す
る
レ
ー
ニ
ン
命
題
を
取
り
い
れ
た
こ
と
、
を
排
除
し
た
こ
と
、
そ
の
二
点
は
、
で
あ
る
01
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
「
改
善
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
定
式
が
ス
タ
ー
リ
ン
定
式
と
基
本
的
に
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
の
諸
批
判
を
考
慮
し
て
「
社
会
主
義
的
協
力
」
を
追
加
し
た
第
四
版
の
定
式
も
、
こ
の
点
で
は
図
変
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
種
の
定
式
は
、
現
在
、
通
説
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
通
説
の
代
表
者
、
カ
・
オ
ス
ト
ロ
ビ
ー
チ
ャ
ノ
フ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
定
式
は
、
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
三
つ
の
「
本
質
的
特
徴
」
を
し
め
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
「
す
す
ん
だ
技
術
に
も
と
づ
く
生
産
の
た
え
ま
な
い
拡
大
」
で
あ
り
、
第
二
は
「
生
産
者
た
ち
の
社
会
主
義
的
協
力
」
で
あ
り
、
第
一
子
は
(
[
4
2
]
C
T
p
.
 
103)
。
社
会
主
義
生
産
の
「
目
的
、
そ
の
主
要
な
起
動
力
」
で
あ
る
「
そ
れ
ぞ
れ
所
与
の
時
機
に
達
成
さ
れ
て
い
る
社
会
主
義
的
生
産
の
水
準
と
大
衆
の
急
速
に
増
進
す
る
欲
望
と
の
あ
い
だ
の
非
敵
対
的
矛
盾
」
と
い
う
「
起
動
的
矛
盾
の
計
画
的
解
決
の
過
程
で
」
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
作
用
が
実
現
さ
れ
る
」
、
と
一
貫
し
て
い
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
『
経
済
学
教
科
書
』
第
三
版
以
降
で
、
「
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
剰
余
生
産
物
の
原
則
的
に
新
佃
に
と
く
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
い
性
格
と
役
割
」
の
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
通
説
的
定
式
に
つ
い
て
、
批
判
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
つ
ぎ
の
諸
点
で
あ
る
。
第
一
点
は
、
こ
の
定
式
が
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一五 「
社
会
主
��
の
基
本
的
経
済
法
則
の
ス
タ
ー
リ
ン
的
定
式
化
は
、
こ
の
法
則
が
ま
さ
に
ど
の
よ
う
な
生
産
関
係
を
反
映
す
る
か
、
と
い
う
問
題
に
直
接
に
回
答
を
あ
た
え
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
そ
の
最
大
の
欠
陥
が
あ
る
。
」
、
と
い
う
批
判
(
[
3
0
]
C
T
p
.
5
6
お
よ
び
[
2
6
]
C
T
p
.
3
9
2
)
は
正
し
い
。
こ
の
よ
う
な
欠
陥
は
、
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
検
討
し
た
目
的
・
手
段
命
題
、
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
ロ
（
長
砂
）
し
か
も
生
産
・
消
費
説
に
こ
の
通
説
的
定
式
が
さ
ら
に
、
こ
の
通
説
的
定
式
の
説
明
に
か
ん
し
て
、
552 
口
（
長
砂
）
一
般
に
、
生
産
と
消
費
の
連
関
を
匝
接
的
生
産
諸
関
係
と
消
費
諸
関
係
と
の
連
関
と
し
、
、
、
、
て
で
な
く
、
生
産
規
模
と
欲
望
充
足
度
と
の
連
関
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
連
関
が
生
産
関
係
を
表
現
す
る
か
ど
う
か
が
疑
問
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
生
産
と
消
費
と
の
い
か
に
特
有
な
連
関
を
問
題
に
し
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
を
表
現
す
る
も
の
と
は
な
り
え
な
い
。
こ
の
定
式
の
な
か
で
、
直
接
的
生
産
過
程
に
お
け
る
生
産
関
係
に
か
か
わ
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
に
「
社
会
主
義
的
協
力
」
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
「
社
会
主
義
的
協
力
」
は
、
「
生
産
を
た
え
ま
な
く
拡
大
し
改
善
す
る
」
こ
と
の
―
つ
の
「
甚
礎
」
ー
ー
「
先
進
的
な
技
術
」
と
な
ら
ぶ
ー
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
ま
っ
た
＜
従
属
的
な
位
置
を
、
こ
の
定
式
の
な
か
で
し
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
と
も
と
、
通
説
的
定
式
へ
の
「
社
会
主
義
的
協
カ
」
の
追
加
的
挿
入
は
、
ス
ク
ー
リ
ン
的
定
式
に
た
い
す
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
批
判
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
論
者
は
、
「
手
段
」
の
な
か
に
「
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
総
体
の
改
善
」
を
入
れ
る
こ
と
が
、
通
説
的
定
式
に
「
手
段
」
の
規
定
の
「
非
歴
史
性
」
を
克
服
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
主
張
し
「
社
会
主
義
の
も
と
で
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
る
特
有
な
歴
別
の
論
者
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
史
的
形
態
を
反
映
し
て
い
な
い
」
現
行
定
式
の
欠
陥
を
除
去
し
よ
う
と
考
え
た
(
[
1
8
]
C
T
p
.
1
2
4
)
。
ま
た
、
あ
る
論
者
は
、
通
説
的
、
、
、
、
、
定
式
に
お
け
る
「
手
段
」
は
、
「
生
産
関
係
の
要
素
と
し
て
の
手
段
」
で
は
な
く
、
生
産
目
的
実
現
の
た
め
の
「
物
質
的
基
礎
」
に
す
ぎ
な
い
、
と
批
判
し
た
(
[
1
9
]
C
T
p
.
1
3
1
~
1
3
2
)
。
さ
ら
に
、
目
的
・
手
段
命
題
に
批
判
的
あ
る
い
は
否
定
的
な
立
場
の
論
者
た
ち
が
、
お
け
る
「
経
済
と
技
術
」
と
の
混
同
を
避
け
、
同
時
に
、
た
し
(
[
1
7
]
C
T
p
.
117~119)
、
通
説
的
定
式
の
な
か
に
は
生
産
関
係
表
現
の
視
角
が
欠
除
し
て
い
る
、
と
批
判
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
「
社
会
主
義
的
協
力
」
の
挿
入
は
、
目
的
・
手
段
命
題
1
1
生
産
・
消
費
説
の
枠
内
で
、
こ
れ
ら
の
批
判
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
「
社
会
主
義
的
協
力
」
は
、
社
会
的
所
有
に
も
と
づ
く
生
産
諸
関
係
の
ご
雰
断
特
徴
づ
け
に
す
ぎ
な
い
し
、
そ
れ
自
体
で
そ
の
基
本
的
生
産
関
係
を
し
め
す
も
の
で
も
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
挿
入
は
、
生
産
関
係
表
現
の
方
向
へ
通
説
的
定
式
を
改
善
依
拠
し
て
い
る
こ
と
の
直
接
的
結
果
で
あ
る
。
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
一六
553 
七
す
る
出
発
点
と
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
追
加
的
挿
入
を
必
要
と
み
な
し
た
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
通
説
的
定
式
の
根
本
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
欠
陥
は
、
目
的
・
手
段
命
題
1
1
生
産
・
消
費
説
の
的
構
造
の
欠
陥
を
自
認
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
枠
内
で
は
け
っ
し
て
除
去
で
き
な
い
、
と
い
う
限
界
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
し
め
し
て
い
る
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
は
、
搾
取
か
ら
解
放
さ
れ
た
勤
労
者
た
ち
ー
自
分
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
労
働
す
る
社
会
的
生
産
の
主
人
公
た
ち
ー
の
労
働
の
全
般
性
と
同
志
的
協
力
の
諸
関
係
と
し
て
の
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
本
質
を
表
現
す
る
。
」
、
と
い
わ
れ
る
(
[
4
0
]
C
T
p
.
4
3
7
)
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
本
質
」
を
表
現
す
る
の
は
、
基
本
的
経
済
法
則
だ
け
で
あ
る
、
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
社
会
主
義
の
ど
の
経
済
法
則
も
、
そ
の
よ
う
な
「
本
質
」
を
表
現
す
る
で
あ
ろ
う
。
問
‘
 
題
は
、
甚
本
的
経
済
法
則
が
、
そ
の
よ
う
な
「
本
質
」
を
、
ど
の
点
で
、
ど
こ
に
お
い
て
、
表
現
し
て
い
る
か
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
く
り
か
え
し
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
甚
本
的
経
済
法
則
の
定
式
は
、
そ
の
よ
う
な
「
本
質
」
を
、
、
、
、
、
、
、
、
も
っ
と
も
深
い
、
基
本
的
な
直
接
的
生
産
関
係
の
な
か
に
お
い
て
、
と
ら
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
一
点
に
か
ん
し
て
は
、
通
説
的
定
式
の
擁
護
者
で
あ
る
エ
リ
・
リ
ュ
ボ
ー
シ
ツ
が
、
唯
一
人
、
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
を
考
察
し
て
い
る
(
[
2
8
]
）
の
が
注
目
さ
れ
る
。
彼
は
、
「
社
会
主
義
社
会
の
い
か
な
る
基
本
的
生
産
関
係
が
社
会
主
義
の
甚
本
的
経
済
法
則
の
な
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
」
(
C
T
p
.
106~ 107)、
と
い
う
問
題
を
正
し
く
提
起
し
て
、
そ
の
よ
う
な
基
本
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
的
生
産
関
係
と
は
、
「
直
接
的
生
産
者
と
、
生
産
者
の
単
一
の
共
同
体
(
a
c
c
o
~
H
a
~
H
H
)
と
し
て
の
社
会
全
体
と
の
関
係
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
C
T
p
.
1
1)
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
論
拠
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
「
社
会
と
そ
の
個
々
の
成
員
と
の
関
係
は
、
以
前
の
敵
対
的
諸
構
成
体
で
は
、
生
産
の
決
定
的
諸
条
件
の
所
有
者
た
ち
の
階
級
に
た
い
す
る
直
接
的
生
産
者
た
ち
の
関
係
に
よ
っ
て
媒
介
、
、
、
、
、
、
、
、
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
み
、
そ
れ
は
、
そ
の
直
接
的
形
態
で
あ
ら
わ
れ
る
。
社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
の
み
、
社
会
と
そ
の
成
員
と
の
関
係
が
構
成
体
の
基
本
的
生
産
関
係
で
あ
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
関
係
が
…
…
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
制
度
の
か
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
ロ
（
長
砂
）
55勾
も
あ
き
ら
か
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
社
会
主
義
社
会
の
基
本
的
生
産
関
係
は
、
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
ロ
（
長
砂
）
く
さ
れ
た
甚
礎
で
あ
る
、
生
産
手
段
に
た
い
す
る
直
接
的
生
産
者
た
ち
の
関
係
を
表
現
す
る
か
ら
で
あ
る
」
(
C
T
p
.
114~115)
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
見
解
に
賛
成
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
の
も
と
で
も
、
そ
の
甚
本
的
生
産
関
係
を
「
生
産
諸
条
件
の
所
有
者
と
直
接
的
生
産
者
と
の
直
接
的
関
係
」
（
マ
ル
ク
ス
）
に
も
と
め
る
必
然
性
は
消
失
せ
ず
、
そ
れ
を
、
社
会
と
個
人
の
関
係
に
よ
っ
て
取
替
え
る
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
右
の
「
直
接
的
関
係
」
の
当
時
者
た
ち
が
、
人
格
的
・
階
級
的
に
分
裂
・
対
立
し
て
い
よ
う
と
、
そ
う
で
な
か
ろ
う
と
、
こ
の
よ
う
な
「
直
接
的
関
係
」
は
つ
ね
に
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
直
接
的
関
係
」
の
、
社
会
・
共
産
主
義
に
と
っ
て
特
有
な
存
在
形
態
、
す
な
わ
ち
社
会
。
共
産
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
を
、
わ
れ
わ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
の
古
典
的
規
定
に
し
た
が
っ
て
、
「
共
同
の
生
産
手
段
を
も
っ
て
労
働
し
て
そ
の
多
く
の
個
人
的
労
働
力
を
自
覚
的
に
一
っ
の
社
会
的
労
働
力
と
し
て
支
出
す
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
関
係
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
関
係
は
、
生
産
手
段
と
労
働
力
と
の
、
社
会
全
体
の
規
模
で
の
直
接
的
結
合
、
あ
る
い
は
、
生
産
手
段
の
所
有
者
と
労
働
力
の
支
出
者
1
1
直
接
的
生
産
者
と
の
、
社
会
全
体
の
規
模
で
の
人
格
的
統
一
、
を
し
め
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
規
定
が
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
関
係
の
単
な
る
指
摘
に
と
ど
ま
ら
ず
、
事
態
を
直
接
的
生
産
過
程
1
1
生
産
手
段
の
使
用
と
労
働
力
の
支
出
に
お
い
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
、
、
、
、
、
、
「
労
働
に
か
ん
す
る
す
べ
て
の
規
定
が
」
「
個
人
的
に
で
は
な
く
て
社
会
的
に
」
実
現
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
、
け
っ
し
て
、
一
方
に
お
け
る
社
会
全
体
、
他
方
に
お
け
る
そ
の
個
々
の
成
員
、
の
関
係
で
は
な
い
。
こ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
意
見
で
は
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
の
も
と
で
も
、
社
会
と
個
人
の
関
係
は
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
生
産
関
係
に
よ
っ
て
依
然
と
し
て
「
媒
介
さ
れ
」
る
従
属
的
な
関
係
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
、
基
本
的
生
産
関
係
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
リ
ュ
ボ
ー
シ
ツ
に
よ
る
甚
本
的
生
産
関
係
の
理
解
に
か
ん
し
て
は
、
そ
れ
と
彼
が
擁
護
す
る
基
本
的
経
済
法
則
と
の
論
理
的
な
つ
な
が
り
が
少
し
則
の
な
か
に
直
接
に
表
現
さ
れ
る
」
(
C
T
p
.
1
2
8
)
と
い
う
基
本
的
生
産
関
係
視
点
と
、
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
な
か
に
は
、
一八
555 
社
会
主
義
生
産
の
直
接
的
目
的
と
そ
の
目
的
実
現
の
た
め
の
手
段
と
が
表
現
さ
れ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
C
T
p
.
1
2
9
)
と
い
う
目
的
・
手
段
命
題
に
た
つ
通
説
的
定
式
の
擁
護
と
が
、
も
と
も
と
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
両
者
の
論
理
的
連
関
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
説
明
ら
し
い
説
明
を
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
、
こ
の
論
者
に
は
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
点
は
、
通
説
的
定
式
化
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
経
済
学
的
範
疇
の
助
け
を
か
り
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
し
、
特
殊
的
に
ほ
、
そ
の
定
式
の
な
か
に
甚
本
的
な
経
済
学
的
範
疇
を
ふ
く
ん
で
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
た
か
も
こ
の
欠
陥
か
ら
通
説
的
定
式
を
救
お
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
「
生
産
の
目
的
」
の
な
か
で
「
剰
余
生
産
物
」
の
範
疇
の
意
義
が
強
調
さ
れ
て
き
て
い
る
「
基
本
的
経
済
法
則
の
本
質
の
特
徴
づ
け
を
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
知
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
論
者
は
、
関
係
の
発
展
と
強
化
の
必
然
性
に
つ
い
て
の
指
摘
と
、
全
勤
労
者
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
剰
余
生
産
物
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
つ
い
て
の
指
摘
で
補
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
[
3
1
]
C
T
p
.
4
3
)
、
と
主
張
し
て
い
る
し
、
「
勤
労
者
に
よ
る
剰
余
生
産
物
の
領
有
」
を
「
生
産
の
目
的
」
の
規
定
に
ふ
く
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
論
者
に
よ
れ
ば
、
通
説
的
定
式
に
お
け
る
「
経
済
法
則
と
そ
の
利
用
」
、
「
経
済
と
政
治
」
の
混
同
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
(
[
1
7
]
C
T
p
.
117~119)。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
第
一
二
版
以
後
の
『
経
済
学
教
科
書
』
も
、
基
本
的
経
済
法
則
の
説
明
の
な
か
で
、
「
剰
余
生
産
物
」
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
一
連
の
指
摘
は
、
「
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
の
支
配
の
も
と
で
の
生
産
は
社
会
的
欲
望
の
充
足
の
た
め
の
生
産
で
あ
る
」
と
い
う
ブ
ハ
ー
リ
ン
に
反
対
し
て
、
「
そ
こ
で
、
、
、
、
、
は
剰
余
生
産
物
が
所
有
者
達
の
階
級
の
手
に
わ
た
ら
な
い
で
、
勤
労
者
全
体
の
手
に
だ
け
わ
た
る
」
こ
と
を
重
視
す
べ
き
だ
と
し
た
レ
m
 
ー
ニ
ン
の
思
想
に
依
拠
し
て
い
る
。
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
へ
定
式
化
に
お
い
て
「
剰
余
生
産
物
」
の
役
割
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
と
消
極
的
意
義
と
を
も
っ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
、
ま
ず
、
そ
れ
は
、
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
ロ
（
長
砂
）
九
つ
ぎ
の
よ
う
な
積
極
的
意
義
い
わ
ゆ
る
「
生
産
の
目
的
」
の
現
実
的
な
客
観
的
内
容
・
基
礎
、
生
産
関
係
的
実
体
を
経
済
学
的
範
疇
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
試
み
を
生
み
だ
す
点
で
、
積
極
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
556 
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
⇔
（
長
砂
）
基
本
的
経
済
法
則
を
経
済
学
的
範
疇
で
定
式
化
す
る
正
し
い
方
法
に
通
じ
る
。
つ
ぎ
に
、
そ
れ
は
、
必
然
的
に
、
目
的
・
手
段
命
題
の
欠
陥
と
衝
突
し
、
そ
の
事
実
上
の
崩
壊
を
よ
ぎ
な
く
さ
せ
る
点
で
、
積
極
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
全
勤
労
者
に
よ
る
剰
余
生
産
物
の
領
有
」
と
い
う
契
機
を
、
か
な
ら
ず
「
生
産
の
目
的
」
に
帰
属
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
な
く
、
た
と
え
ば
、
「
社
会
主
義
的
協
力
」
と
な
ら
べ
て
そ
れ
を
「
手
段
」
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
主
要
‘
 
な
諸
特
徴
を
、
「
目
的
」
と
「
手
段
」
に
配
分
す
る
こ
と
が
も
と
も
と
無
意
味
で
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
あ
る
論
者
が
提
出
す
る
定
式
、
「
全
勤
労
者
に
よ
る
剰
余
生
産
物
の
領
有
、
そ
れ
は
、
社
会
の
成
員
の
増
大
す
る
欲
望
を
完
全
に
み
た
、
、
、
す
可
能
性
を
保
障
し
、
そ
し
て
、
彼
ら
に
、
同
志
的
協
力
と
相
互
援
助
に
よ
っ
て
労
働
生
産
性
を
た
ゆ
み
な
く
増
大
さ
せ
総
生
産
物
を
系
統
的
に
増
大
す
る
こ
と
を
迫
る
（
傍
点
ー
原
文
ご
(
[
1
9
]
C
T
p
.
1
3
1
~
1
3
2
)
、
と
い
う
定
式
は
、
論
者
自
身
が
立
脚
し
て
い
る
目
的
・
手
段
命
題
を
止
揚
す
る
も
の
'
|
ー
独
自
に
、
「
剰
余
生
産
物
」
説
と
も
よ
び
う
る
も
の
ー
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
れ
の
消
極
的
意
義
も
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
剰
余
生
産
物
に
つ
い
て
そ
の
領
有
様
式
の
み
を
み
て
そ
の
生
産
様
式
を
問
題
と
し
な
い
な
ら
ば
、
基
本
的
経
済
法
則
が
な
に
よ
り
も
ま
ず
「
生
産
の
法
則
」
で
あ
っ
て
「
分
配
の
法
則
」
で
は
な
い
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
に
通
じ
る
、
と
い
う
点
に
あ
り
、
第
二
に
、
剰
余
生
産
物
の
生
産
と
領
有
の
特
有
な
社
会
的
性
格
・
形
態
を
問
題
に
す
る
だ
け
で
は
、
階
級
対
立
・
搾
取
の
な
い
社
会
的
所
有
の
基
本
的
生
産
関
係
の
も
っ
と
も
主
要
な
特
徴
を
ヽ
と
ら
え
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
基
本
的
な
経
済
学
的
範
疇
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
三
に
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
「
剰
余
生
産
物
」
の
範
疇
の
規
定
そ
の
も
の
が
、
ま
だ
正
確
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
、
く
わ
し
く
論
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
点
は
、
通
説
的
定
式
が
あ
ま
り
に
多
く
の
、
雑
多
な
諸
契
機
を
包
括
し
て
お
り
、
そ
の
基
本
的
内
容
が
不
明
確
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
カ
・
オ
ス
ト
ロ
ビ
ー
チ
ャ
ノ
フ
は
、
「
基
本
的
経
済
法
則
の
内
容
を
拡
大
す
る
試
み
」
に
反
対
し
て
、
四
〇
557 
が
、
に
わ
か
に
賛
成
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
四
「
基
本
的
経
済
法
則
ほ
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
す
べ
て
の
本
質
的
な
側
面
を
反
映
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
す
べ
て
の
法
則
を
吸
収
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
社
会
主
義
的
生
産
様
式
の
発
展
の
主
要
な
方
向
、
す
な
わ
ち
、
最
高
の
技
術
と
生
産
の
働
き
手
た
ち
の
社
会
主
義
的
協
力
に
も
と
づ
い
て
生
産
を
た
え
ま
な
く
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
生
産
の
目
的
を
規
定
す
る
、
生
産
諸
関
係
の
諸
特
徴
を
反
映
す
る
」
(
[
4
2
]
C
T
p
.
1
0)
。
法
則
の
概
念
そ
の
も
の
か
ら
い
っ
て
、
某
本
的
経
済
法
則
の
内
容
の
拡
大
に
反
対
す
る
こ
と
は
正
し
い
。
個
々
の
論
者
は
、
実
際
、
社
会
主
義
経
済
の
主
要
な
諸
特
徴
18 
を
す
べ
て
、
基
本
的
経
済
法
則
の
内
容
と
み
な
そ
う
と
す
る
誤
っ
た
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
説
的
定
式
そ
の
も
の
が
、
た
し
か
に
目
的
・
手
段
命
題
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
、
生
産
力
の
諸
契
機
|
ー
「
先
進
的
な
技
術
」
、
「
生
産
の
た
え
ま
な
い
拡
大
と
改
善
」
ー
、
生
産
関
係
の
契
機
ー
ー
ー
「
社
会
主
義
的
協
力
」
ー
、
上
部
構
造
の
諸
契
機
‘
 
ー
い
わ
ゆ
る
「
目
的
」
・
「
手
段
」
は
客
観
的
経
済
法
則
の
意
識
的
実
現
の
様
式
で
あ
る
ー
、
と
い
っ
た
雑
多
な
諸
契
機
の
集
合
体
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
経
済
法
則
の
定
式
化
が
生
産
関
係
の
諸
契
機
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
は
な
か
ろ
う
か
。
生
産
力
の
諸
契
機
は
、
そ
れ
自
身
、
い
か
に
重
要
で
あ
ろ
う
と
も
、
生
産
関
係
の
諸
契
機
の
物
質
的
前
提
・
基
礎
に
す
ぎ
な
い
し
、
上
部
構
造
の
諸
契
機
は
、
経
済
法
則
の
客
観
的
存
在
の
次
元
で
の
そ
の
定
式
化
の
な
か
で
で
な
く
、
経
済
法
則
の
意
識
的
実
現
1
1
い
わ
ゆ
る
「
利
用
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
考
察
の
な
か
で
展
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
第
三
点
に
か
ん
し
て
は
、
通
説
的
定
式
は
い
く
つ
か
の
法
則
の
集
合
体
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
批
判
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
バ
シ
コ
フ
に
よ
れ
ば
、
通
説
的
定
式
は
、
「
国
民
の
福
祉
の
た
え
ま
な
い
増
大
の
法
則
」
と
「
生
産
⑨
 
の
た
え
ま
な
い
増
大
の
法
則
」
と
い
う
二
つ
の
独
自
な
法
則
の
寄
せ
集
め
と
な
っ
て
い
る
、
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
批
判
に
は
、
だ
、
、
、
、
、
「
…
…
た
え
ま
な
い
増
大
」
は
、
た
し
か
に
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
の
も
と
で
の
み
存
在
す
る
法
則
的
現
象
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
た
だ
ち
に
「
法
則
」
と
よ
び
う
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
口
（
長
砂
）
558 
口
（
長
砂
）
は
、
社
会
主
義
的
生
産
お
よ
び
そ
の
も
と
で
の
福
祉
の
「
発
展
の
動
態
」
を
し
め
す
合
法
則
性
と
し
て
と
ど
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
動
態
に
か
か
わ
る
合
法
則
性
は
、
所
与
の
生
産
諸
関
係
に
と
っ
て
い
か
に
特
有
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
寵
接
に
は
、
そ
の
生
産
諸
関
係
の
社
会
経
済
的
内
容
•
本
質
を
し
め
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
現
象
形
態
あ
る
い
は
現
象
の
一
定
の
複
合
的
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
の
合
法
則
性
は
、
い
く
つ
か
の
法
則
を
「
内
蔵
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
そ
の
一
定
の
限
界
に
も
か
か
ん
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
、
種
々
の
名
で
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
か
わ
ら
ず
、
批
判
と
し
て
積
極
性
を
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
事
実
上
こ
れ
ら
の
合
法
則
性
に
つ
い
て
の
指
摘
に
お
い
て
基
本
的
経
済
法
則
を
定
式
化
す
る
こ
と
が
、
基
本
的
生
産
関
係
を
表
現
す
る
こ
と
か
ら
い
か
に
遠
い
か
を
、
こ
の
批
判
は
し
め
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ク
ロ
ン
ロ
ー
ド
に
よ
る
、
通
説
的
定
式
に
た
い
す
る
つ
ぎ
の
批
判
(
[
3
7
]
C
T
p
.
112~ 1
3) 
に
原
則
的
に
同
意
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
通
説
的
定
式
の
「
目
的
」
で
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
「
社
会
主
義
の
経
済
諸
法
則
の
体
系
の
作
用
に
も
と
づ
い
て
」
、
再
生
産
の
消
費
段
階
で
形
成
さ
れ
る
「
必
然
的
諸
過
程
」
で
あ
り
、
「
手
段
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
「
社
会
主
義
生
産
お
よ
び
再
生
産
の
い
く
つ
か
の
法
則
の
作
用
の
現
象
お
よ
び
結
果
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
「
―
つ
の
法
則
の
本
質
の
内
容
あ
る
い
は
な
ん
ら
か
の
契
機
を
表
現
し
な
い
」
。
「
一
連
の
具
体
的
な
、
結
果
的
な
、
経
済
的
諸
過
程
、
具
体
的
諸
現
象
の
記
述
に
完
全
に
つ
き
て
い
る
」
よ
う
な
定
式
は
、
基
本
的
経
済
法
則
の
定
式
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
第
四
点
は
、
通
説
的
定
式
に
お
け
る
甚
本
的
経
済
法
則
と
つ
ね
に
不
可
分
に
論
じ
ら
れ
、
そ
の
内
的
矛
盾
と
さ
れ
て
い
る
「
そ
れ
ぞ
れ
所
与
の
時
機
に
達
成
さ
れ
て
い
る
社
会
主
義
的
生
産
の
水
準
と
大
衆
の
急
速
に
増
進
す
る
欲
望
と
の
あ
い
だ
の
非
敵
対
的
矛
盾
」
に
一
般
に
、
「
社
会
主
義
的
生
産
様
式
の
基
本
的
矛
盾
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
の
定
式
は
、
基
本
的
経
済
法
則
の
通
説
的
定
式
に
完
全
に
照
応
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
が
存
在
す
る
こ
と
は
誰
も
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
が
基
本
的
矛
盾
で
あ
る
と
す
る
議
論
は
、
ま
だ
、
か
な
、、
ら
ず
し
も
説
得
的
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
矛
盾
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
主
と
し
て
、
こ
の
矛
盾
が
社
会
主
義
に
特
有
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
四
559 
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
な
矛
盾
と
み
な
し
う
る
論
拠
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ク
ロ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
が
こ
の
矛
盾
の
特
有
性
を
否
定
し
た
の
に
反
対
し
て
、
大
多
数
の
論
者
が
そ
の
特
有
性
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
、
ま
ず
、
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
す
べ
て
の
社
会
構
成
体
に
共
通
し
て
存
在
す
る
抽
象
的
な
生
産
と
欲
望
（
あ
る
い
は
消
費
）
の
矛
盾
で
は
な
く
て
、
共
産
主
義
構
成
体
に
と
っ
て
の
そ
の
特
有
な
存
在
・
現
象
形
態
つ
ま
り
特
有
な
矛
盾
で
あ
る
と
い
う
点
、
つ
ぎ
に
、
こ
の
特
有
性
は
、
生
産
と
欲
望
（
消
費
）
の
あ
い
だ
に
、
共
産
主
義
的
構
成
体
の
も
と
で
の
み
、
「
直
接
的
な
連
関
」
が
存
在
し
、
欲
望
充
足
が
生
産
の
直
接
的
目
的
と
な
り
、
生
産
発
展
の
起
動
力
と
な
る
と
い
う
点
、
四
か
ら
成
り
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
通
説
的
定
式
に
お
け
る
基
本
的
経
済
法
則
の
「
目
的
」
と
「
手
段
」
の
関
係
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
よ
う
な
生
産
と
欲
望
（
消
費
）
の
関
係
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
こ
、
、
、
そ
が
基
本
的
矛
盾
で
あ
る
、
と
結
論
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
矛
盾
が
社
会
・
共
産
主
義
に
と
っ
て
約
和
か
矛
盾
で
あ
る
こ
と
の
論
証
そ
れ
自
体
は
、
こ
の
矛
盾
が
基
な
郎
矛
盾
で
あ
る
こ
と
の
論
証
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
基
本
的
経
済
法
則
の
通
説
的
定
式
を
根
拠
に
し
て
、
そ
れ
が
、
、
、
基
本
的
矛
盾
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
も
二
重
の
限
界
が
あ
る
。
第
一
に
、
基
本
的
経
済
法
則
の
通
説
的
定
式
自
体
が
、
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
い
く
つ
か
の
疑
問
点
を
ふ
く
ん
で
お
り
、
第
二
に
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
基
本
的
経
済
法
則
の
内
的
矛
盾
1
1
基
本
的
な
経
済
的
矛
盾
は
、
か
な
ら
ず
し
も
た
だ
ち
に
所
与
の
構
成
体
の
基
本
的
矛
盾
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
基
本
的
経
済
法
則
の
内
的
矛
盾
1
1
基
本
的
な
経
済
的
矛
盾
は
、
基
本
的
生
産
関
係
そ
の
も
の
の
な
か
に
も
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
し
か
し
、
一
般
に
完
全
に
欠
除
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
社
会
・
共
産
主
義
構
成
体
の
基
本
的
矛
盾
と
そ
の
基
本
的
生
産
関
係
し
た
が
っ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
て
基
本
的
経
済
法
則
の
内
的
矛
盾
で
あ
る
基
本
的
な
経
済
的
矛
盾
と
の
無
区
別
の
上
に
、
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
あ
る
矛
盾
が
所
与
の
構
成
体
の
基
本
的
矛
盾
で
あ
る
こ
と
の
確
認
に
は
ど
う
し
て
も
必
要
な
論
証
、
す
な
わ
ち
そ
の
矛
盾
が
、
そ
の
構
成
体
の
も
と
で
具
体
的
に
特
有
な
矛
盾
と
し
て
実
在
す
る
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
で
あ
る
こ
と
の
論
証
が
、
こ
の
場
合
、
な
さ
れ
て
い
口＇（長砂）
560 
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
ロ
（
長
砂
）
る
と
ほ
思
わ
れ
な
い
。
論
証
抜
き
の
断
定
的
叙
述
が
支
配
し
て
い
る
。
も
と
も
と
、
達
成
さ
れ
た
生
産
水
準
と
急
速
に
増
大
す
る
欲
望
水
準
と
の
矛
盾
と
い
う
‘
―
つ
の
、
特
有
な
、
い
わ
ゆ
る
「
基
本
的
矛
盾
」
が
、
た
が
い
に
直
接
的
な
連
関
を
も
た
な
い
生
産
と
欲
望
、
、
、
、
、
、
（
消
費
）
の
矛
盾
と
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
と
い
う
二
つ
の
共
通
的
矛
盾
を
、
同
時
に
そ
の
共
通
的
内
容
と
し
て
も
ち
う
る
か
ど
う
か
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
通
説
的
理
解
・
定
式
化
に
組
み
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ソ
連
邦
共
産
党
の
新
網
領
の
な
か
で
は
、
「
社
会
の
た
え
ま
な
い
進
歩
を
保
障
し
、
社
会
の
各
成
員
に
、
そ
の
増
大
す
る
欲
望
、
個
人
的
な
要
求
と
趣
味
に
応
じ
た
物
質
的
お
よ
ぴ
文
化
的
財
貨
を
あ
た
え
る
こ
と
」
が
「
共
産
主
義
的
生
産
の
目
的
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
、
「
社
会
的
生
産
の
た
え
ま
な
い
発
展
と
改
善
に
よ
っ
て
、
国
民
の
増
大
す
る
物
質
的
お
よ
び
文
化
的
欲
望
を
ま
す
ま
す
よ
り
完
全
に
み
た
す
こ
と
」
が
「
社
会
主
義
の
目
的
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
通
説
的
論
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
の
定
式
の
論
拠
と
し
て
好
ん
で
引
用
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
規
定
そ
の
も
の
の
正
し
さ
は
疑
い
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
ま
さ
に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
こ
の
よ
う
な
「
共
産
主
義
的
（
社
会
主
義
的
）
生
産
様
式
の
目
的
が
、
基
本
的
経
済
法
則
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
(
[
4
4
]
C
T
p
.
 
14
)
と
い
み
じ
く
も
い
わ
れ
る
場
合
の
基
本
的
経
済
法
則
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
志
的
協
カ
・
相
互
援
助
」
説
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
こ
の
見
解
に
ほ
、
い
く
つ
か
の
限
界
が
あ
る
。
四
五
第
一
の
代
表
的
な
異
説
的
定
式
は
、
「
社
会
全
体
の
増
大
す
る
欲
望
を
も
っ
と
も
完
全
に
み
た
す
た
め
の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
人
び
と
の
同
志
的
協
力
と
社
会
主
義
的
相
互
援
助
の
法
則
（
傍
点
ー
原
文
）
」
と
い
う
ア
・
パ
シ
コ
フ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
「
同
つ
づ
い
て
、
(1) (10) (9) (8) （7) （6) 
5
異
説
的
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
イ
・
ク
ズ
ミ
ノ
フ
に
よ
る
リ
ュ
ボ
ー
シ
ッ
批
判
ー
[
4
6
]
C
T
p
.
9
~
1
0
ー
に
は
同
意
で
き
な
い
。
、
、
、
、
、
、
、
、
財
貨
の
生
産
に
お
け
る
B•11. 
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55. 
「
目
的
・
手
段
」
説
に
批
判
的
な
、
あ
る
い
は
否
定
的
な
立
場
に
た
っ
て
、
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
独
自
な
定
式
を
提
案
し
て
い
る
諸
者
た
ち
の
見
解
の
主
要
な
も
の
を
検
討
し
つ
つ
、
わ
れ
わ
れ
の
立
場
を
よ
り
明
確
に
す
る
の
が
本
節
の
課
題
で
あ
る
。
口
（
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砂
）
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「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
第
一
の
限
界
は
、
こ
の
定
式
が
、
目
的
・
手
段
命
題
か
ら
完
全
に
離
れ
て
は
い
な
い
点
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
通
説
的
定
式
に
は
生
産
関
係
が
正
し
く
表
現
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
の
定
式
の
積
極
面
が
、
通
説
的
定
式
の
「
手
段
」
の
契
機
の
な
か
に
「
社
会
主
義
的
協
力
」
を
追
加
す
る
と
い
っ
た
形
で
、
通
説
的
定
式
。
見
解
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
点
に
よ
し
う
る
か
、
「
同
志
的
協
力
と
社
会
主
義
的
相
互
援
助
」
が
、
は
た
し
て
、
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
と
み
な
に
問
題
が
残
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
若
干
の
論
者
に
よ
れ
ば
、
同
志
的
協
力
と
社
会
主
義
的
相
互
援
助
は
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
本
質
全
体
の
一
般
的
特
徴
づ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
「
社
会
主
義
社
会
の
基
本
的
生
産
関
係
の
問
題
に
ま
だ
解
答
を
与
え
な
い
」
(
[
2
8
]
C
T
p
.
1
0
6
)
し
、
「
社
会
主
義
に
特
有
な
経
済
諸
法
則
お
よ
び
範
疇
の
体
系
全
体
に
反
映
さ
れ
る
」
(
[
2
7
]
C
T
p
.
1
5
7
~
1
5
8
)
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
は
、
「
社
会
主
義
生
産
に
お
け
る
人
び
と
の
関
係
の
一
般
的
性
格
の
記
述
」
(
[
3
7
]
C
T
p
.
1
0
3
)
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
た
い
し
て
は
、
「
生
産
諸
関
係
の
一
般
的
特
徴
づ
け
と
基
本
的
生
産
関
係
の
特
徴
づ
け
と
を
区
別
し
、
そ
れ
ら
を
対
立
さ
せ
る
」
誤
り
を
お
か
す
も
の
だ
、
と
い
う
有
力
な
批
判
が
あ
る
(
[
4
6
]
C
T
p
.
1
0
~
1
2
)
。
さ
ら
に
ま
た
、
同
志
的
協
力
と
社
会
主
義
的
相
互
援
助
は
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
一
般
的
特
徴
づ
け
と
し
て
も
不
適
当
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
「
財
貨
の
生
産
と
領
有
に
お
け
る
、
み
ず
か
ら
の
生
活
の
物
質
的
諸
条
件
の
再
生
産
に
お
け
る
、
勤
労
者
た
ち
の
集
団
性
の
直
接
に
社
会
的
な
諸
関
係
」
と
い
う
規
定
に
と
っ
て
代
ら
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
ャ
・
ク
ロ
ン
ロ
ー
ド
の
主
張
を
め
ぐ
る
、
一
連
の
論
争
図
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
論
争
に
立
入
ら
な
い
。
し
か
し
、
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
独
自
な
見
解
を
も
っ
て
い
る
。
同
志
的
協
力
と
社
会
主
義
的
相
互
援
助
は
、
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
理
由
は
、
同
志
的
協
力
と
相
互
援
助
が
単
に
生
産
関
係
の
一
般
的
特
徴
づ
け
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。
社
会
主
義
の
も
と
で
の
同
こ
の
説
の
第
二
の
限
界
は
、
く
現
わ
れ
て
い
る
。
口
（
長
砂
）
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志
的
協
力
と
相
互
援
助
は
、
資
本
主
義
の
も
と
で
の
辛
匂
年
に
否
定
的
に
対
応
す
る
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
社
会
主
義
的
な
直
接
的
生
産
過
程
に
内
在
す
る
基
本
的
生
産
関
係
「
共
同
の
生
産
手
段
を
も
っ
て
労
働
し
て
そ
の
多
く
の
個
人
的
労
働
力
を
自
覚
的
に
一
っ
の
社
会
的
労
働
力
と
し
て
支
出
す
る
」
関
係
_
ー
を
も
含
む
、
す
べ
て
の
社
会
主
義
的
生
産
関
係
が
実
現
さ
れ
る
さ
い
の
、
必
然
的
な
媒
介
者
・
媒
介
形
式
で
あ
る
か
ぎ
り
で
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
一
般
的
特
徴
づ
け
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
資
本
主
義
の
も
と
で
、
競
争
が
生
産
の
無
政
府
性
と
と
も
に
、
「
競
争
と
生
産
の
無
政
府
性
の
法
則
」
と
い
う
独
自
な
外
的
強
制
法
則
で
と
ら
え
ら
れ
る
の
に
対
応
し
て
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
同
志
的
協
力
と
相
互
援
助
は
、
生
産
の
計
画
性
と
と
も
に
、
社
会
主
義
に
独
自
な
―
つ
の
「
外
的
強
制
」
法
則
の
本
質
的
内
容
を
な
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
そ
れ
以
外
に
、
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
の
特
徴
づ
け
か
ら
区
別
さ
れ
る
社
会
主
義
の
生
産
諸
関
係
の
一
般
的
特
徴
づ
け
が
存
在
し
、
そ
れ
が
、
社
会
主
義
に
特
有
な
経
済
諸
法
則
・
範
疇
の
全
体
系
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
、
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
説
の
第
三
の
限
界
は
、
そ
の
定
式
化
が
基
本
的
経
済
学
的
範
疇
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
か
り
に
、
同
志
的
協
力
と
社
会
主
義
的
相
互
援
助
が
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
だ
と
し
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
資
本
主
義
的
搾
取
の
基
本
的
生
産
関
係
が
、
剰
余
価
値
と
い
う
基
本
的
経
済
学
的
範
疇
に
お
い
て
、
剰
余
価
値
生
産
と
い
う
基
本
的
経
済
法
則
に
お
い
て
表
現
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
志
的
協
力
と
相
互
援
助
そ
の
も
の
を
た
だ
ち
に
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
学
的
範
疇
と
み
な
し
、
そ
れ
で
も
っ
て
基
本
的
経
済
法
則
を
定
式
化
す
る
の
は
、
科
学
的
規
定
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
―
つ
の
記
述
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
説
の
第
四
の
限
界
は
、
そ
の
定
式
が
、
共
産
主
義
構
成
体
と
そ
の
生
産
諸
関
係
の
発
展
の
起
動
力
1
1
基
本
的
経
済
矛
盾
を
ま
っ
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
口
（
長
砂
）
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
第
二
の
代
表
的
な
異
説
的
定
式
は
、
四
七
こ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
「
同
志
的
協
カ
・
相
互
援
助
」
説
に
組
み
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「
生
産
手
段
の
全
人
民
的
な
社
会
的
所
有
に
も
と
づ
い
て
、
た
く
し
め
し
え
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
564 
こ
れ
は
、
「
全
人
民
的
所
有
」
説
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
定
式
の
基
礎
に
は
、
「
そ
の
発
展
の
第
一
段
階
」
に
あ
る
、
「
財
貨
の
生
産
と
領
有
に
お
け
る
、
み
ず
か
ら
の
生
活
の
物
質
的
諸
条
件
の
再
生
産
に
お
け
る
、
勤
労
者
た
ち
の
集
団
性
の
直
接
に
社
会
的
な
諸
関
係
」
と
規
定
さ
れ
る
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
い
わ
ゆ
る
一
般
的
諸
特
徴
の
考
察
(
C
T
p
.
1
0
2
~
1
0
4
)
、
お
よ
び
、
社
会
主
義
段
階
の
特
質
を
も
っ
た
、
「
労
働
用
具
お
よ
び
そ
の
他
の
す
べ
て
の
生
産
手
段
に
か
ん
す
る
生
産
者
た
ち
の
集
団
性
の
直
接
に
社
会
的
な
関
係
」
と
規
定
さ
れ
る
、
社
会
主
義
的
な
全
人
民
的
所
有
関
係
1
1
基
本
的
生
産
関
係
の
考
察
(
C
T
p
.
1
0
4
~
 106)
が
あ
る
。
こ
の
説
の
主
要
な
狙
い
は
つ
ぎ
の
二
点
に
あ
る
。
第
一
は
、
生
産
手
段
の
全
人
民
的
所
有
関
係
の
な
か
に
、
社
会
・
共
産
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
し
た
が
っ
て
基
本
的
経
済
法
則
を
み
い
だ
す
こ
と
、
第
二
は
、
共
産
主
義
社
会
の
社
会
主
義
的
発
展
段
階
の
特
質
を
、
高
度
な
共
産
主
義
へ
の
移
行
•
発
展
の
起
動
力
た
る
矛
盾
の
解
明
を
通
じ
て
し
め
す
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
以
下
で
、
こ
の
説
の
肯
定
的
側
面
と
限
界
と
を
論
じ
よ
う
。、
、
、
、
、
、
、
こ
の
説
の
第
一
の
狙
い
の
な
か
に
は
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
の
諸
関
係
の
主
要
特
徴
と
発
展
方
向
を
全
人
民
的
所
有
の
諸
関
係
の
そ
れ
ら
に
代
表
さ
せ
て
考
察
す
る
、
と
い
う
方
法
論
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
方
法
に
た
い
し
て
は
、
通
説
的
立
場
か
ら
、
社
会
主
義
的
所
有
の
二
形
態
の
意
義
が
軽
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
批
判
が
あ
る
(
[
4
2
]
C
T
p
.
1
0
5
~
 106), 
[
4
3
]
C
T
p
.
1
1
5
,
 
[
4
6
]
C
T
p
.
 9
)
。
だ
が
、
こ
の
批
判
は
当
ら
な
い
。
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
の
本
来
の
形
態
は
、
理
論
的
に
い
っ
て
全
人
民
的
所
有
形
態
で
あ
り
、
現
実
の
社
会
主
義
段
階
に
お
い
て
も
そ
れ
が
規
定
的
な
役
割
を
は
た
し
て
お
り
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
の
社
会
主
義
的
特
質
は
、
そ
の
二
形
態
の
存
在
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
以
上
に
、
全
人
民
的
所
有
に
も
と
づ
く
諸
関
係
の
社
会
主
義
的
成
熟
度
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
通
説
的
立
場
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
、
基
本
的
経
済
法
則
を
論
じ
る
さ
い
に
は
、
事
実
上
、
(
[
3
7
]
C
T
p
.
 1
1
3
)
と
い
う
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
社
会
の
総
生
産
物
の
直
接
に
社
会
的
な
生
産
と
領
有
と
を
（
こ
れ
ら
の
過
程
の
参
加
者
た
ち
の
あ
い
だ
に
社
会
・
経
済
的
差
異
が
あ
る
ヽも
と
で
）
実
現
し
支
配
す
る
必
然
性
の
法
則
（
傍
点
ー
原
文
）
」
ャ
・
ク
ロ
ン
ロ
ー
ド
の
も
の
で
あ
る
。
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
口
（
長
砂
）
四
八
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「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
二
形
態
の
存
在
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
こ
の
説
の
限
界
ほ
、
む
し
ろ
、
四
九
つ
ぎ
の
諸
点
に
あ
る
。
第
一
の
限
界
は
、
そ
の
独
得
な
定
式
化
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
い
わ
ゆ
る
一
般
的
特
徴
‘
‘
つ
け
に
か
か
わ
る
。
こ
の
定
式
は
、
同
志
的
協
力
と
社
会
主
義
的
相
互
援
助
の
通
説
的
定
式
に
と
っ
て
か
わ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
基
本
的
生
産
関
係
の
特
徴
づ
け
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
い
わ
ゆ
る
一
般
的
特
徴
づ
け
が
、
実
際
に
は
社
会
主
義
に
特
有
な
「
外
的
法
則
」
的
性
格
の
諸
関
係
の
特
徴
づ
け
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
た
い
す
る
論
者
の
不
明
確
な
立
場
は
、
結
局
は
、
基
本
的
生
産
関
係
の
特
徴
づ
け
を
生
産
諸
関
係
の
い
わ
ゆ
る
一
般
的
特
徴
づ
け
の
次
元
で
お
こ
な
う
、
す
な
わ
ち
「
・
・
・
・
・
・
生
産
者
た
ち
の
集
団
性
の
直
接
に
社
会
的
な
関
係
」
と
規
定
す
る
、
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
の
限
界
は
、
生
産
手
段
の
全
人
民
的
所
有
関
係
が
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
点
に
か
か
わ
る
。
こ
こ
で
は
、
勿
論
、
全
人
民
的
所
有
が
協
同
組
合
的
所
有
に
た
い
し
て
規
定
的
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
協
同
組
合
的
所
有
の
存
在
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
体
系
の
な
か
で
全
人
民
的
所
有
関
係
が
基
本
的
生
産
関
係
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
生
産
手
段
所
有
関
係
1
1
基
本
的
生
産
関
係
と
い
う
こ
の
説
の
一
般
的
方
法
論
の
限
界
・
欠
陥
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
の
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
現
れ
が
問
題
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
つ
ぎ
の
点
に
み
る
。
す
な
わ
ち
、
二
つ
の
定
式
を
比
較
す
れ
ば
容
易
に
わ
か
る
よ
う
に
、
生
産
手
段
の
全
人
民
的
所
有
関
係
の
特
徴
づ
け
が
、
単
に
、
社
会
主
義
の
生
産
諸
関
係
の
い
わ
ゆ
る
一
般
的
特
徴
づ
け
の
一
部
分
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
な
ぜ
‘
 
前
者
が
基
本
的
関
係
で
あ
る
か
は
、
内
容
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
第
三
の
限
界
は
、
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
定
式
が
、
事
実
上
、
社
会
主
義
の
生
産
諸
関
係
の
一
般
的
特
徴
づ
け
と
生
産
手
段
の
全
人
民
的
所
有
関
係
1
1
基
本
的
生
産
関
係
の
特
徴
づ
け
と
の
合
計
と
し
て
、
提
出
さ
れ
て
い
る
点
に
か
か
わ
る
。
そ
の
定
式
は
、
口
（
長
砂
）
566 
「
全
人
民
的
所
有
」
説
の
第
二
の
狙
い
、
す
な
わ
ち
、
基
本
的
生
産
関
係
・
経
済
法
則
に
内
在
す
る
矛
盾
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
、
の
検
討
に
移
ろ
う
。
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。
「
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
と
し
て
の
全
人
民
的
所
有
は
、
そ
の
な
か
に
つ
ぎ
の
内
的
諸
矛
盾
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
全
人
民
的
な
集
団
的
管
理
の
諸
関
係
と
し
て
の
所
有
諸
関
係
の
な
か
に
あ
る
生
産
者
た
ち
の
平
等
と
、
再
生
産
過
程
に
お
け
る
種
々
の
社
会
的
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
そ
の
実
際
の
利
用
の
諸
関
係
と
し
て
の
お
な
じ
所
有
諸
関
係
の
な
か
に
あ
る
実
際
の
不
平
等
と
の
あ
い
だ
の
諸
矛
盾
で
あ
る
。
」
(
[
3
7
]
C
T
p
.
106)
ま
た
、
「
直
接
的
生
産
過
程
に
も
、
社
会
的
生
産
物
の
領
有
と
分
配
の
諸
形
態
に
も
そ
な
わ
っ
て
い
る
経
済
的
乎
等
と
不
平
等
の
諸
要
素
が
、
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
の
な
か
で
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
お
よ
び
他
の
経
済
的
諸
関
係
と
の
そ
の
連
関
諸
形
態
に
内
在
す
る
特
有
な
諸
矛
盾
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
矛
盾
と
こ
れ
ら
の
解
決
の
必
然
性
は
、
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
の
発
展
の
内
在
的
衝
動
、
源
泉
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
発
展
方
向
を
し
め
す
。
」
(
C
T
p
.
1
4) 
諸
関
係
」
と
み
な
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
の
取
扱
か
い
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
の
二
つ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
、、
第
一
の
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
矛
盾
を
全
人
民
的
所
有
関
係
の
内
部
矛
盾
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
記
の
定
式
に
お
い
て
は
、
生
産
手
段
の
「
管
理
の
諸
関
係
」
と
「
利
用
の
諸
関
係
」
が
区
別
さ
れ
た
上
で
と
も
に
「
所
有
の
し
か
も
、
前
者
に
平
等
が
、
後
者
に
不
平
等
が
対
応
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
生
産
手
段
の
管
理
と
利
は
正
し
い
。 「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
口
（
長
砂
）
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
な
か
で
も
、
生
産
諸
関
係
の
生
産
手
段
の
全
人
民
的
所
有
と
そ
の
生
産
諸
関
係
の
性
格
に
か
ん
す
る
一
般
的
記
述
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
な
か
に
は
基
本
的
経
済
学
的
範
疇
も
欠
除
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
。
＾
シ
コ
フ
の
定
式
と
は
若
干
異
な
っ
て
、
特
定
の
経
済
法
則
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
経
済
諸
法
則
の
体
系
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
限
り
で
、
一
般
的
諸
特
徴
で
は
な
く
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
特
有
な
諸
特
徴
が
表
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
(
[
4
2
]
C
T
p
.
106)、
と
い
う
指
摘
五
〇
567 
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
用
と
は
事
実
上
お
な
じ
関
係
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
ら
は
直
接
的
生
産
過
程
の
生
産
諸
関
係
で
あ
っ
て
、
固
有
な
意
味
で
の
生
産
手
段
の
所
有
関
係
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
生
産
手
段
が
全
人
民
の
所
有
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
の
な
か
に
は
、
す
な
わ
ち
、
全
人
民
的
所
有
関
係
そ
の
も
の
の
な
か
に
は
、
平
等
と
不
平
等
と
の
矛
盾
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
に
は
、
「
生
産
手
段
の
所
有
に
か
ん
す
る
社
ぃり
会
の
全
成
員
の
平
等
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
レ
ー
ニ
ン
）
が
存
在
す
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
論
者
も
事
実
上
承
認
し
て
い
る
よ
う
に
、
経
済
的
平
等
と
不
平
等
と
の
矛
盾
は
、
社
会
主
義
的
発
展
段
階
の
全
人
民
的
生
産
諸
関
係
の
全
体
系
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
り
に
、
生
産
手
段
の
所
有
関
係
を
論
者
の
よ
う
に
理
解
し
て
生
産
手
段
所
有
関
係
II
基
本
的
生
産
関
係
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
矛
盾
は
基
本
的
生
産
関
係
に
の
み
固
有
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
。
社
会
主
義
的
な
発
展
段
階
に
お
け
る
全
人
民
的
な
生
産
諸
関
係
は
、
生
産
手
段
が
全
人
民
に
属
す
る
と
い
う
乎
等
な
関
係
か
ら
で
て
く
る
経
済
的
乎
等
の
諸
要
素
と
、
さ
ま
ざ
ま
の
「
旧
社
会
の
母
斑
」
に
規
定
さ
れ
て
な
お
、
、
、
、
、
存
在
す
る
経
済
的
不
平
等
の
要
素
と
の
矛
盾
的
統
一
で
あ
り
、
こ
の
限
り
で
、
社
会
主
義
段
階
の
全
人
民
的
所
有
関
係
の
平
等
は
「
形
凶
回
式
的
な
平
等
」
（
レ
ー
ニ
ン
）
に
と
ど
ま
る
ー
所
有
関
係
は
生
産
諸
関
係
を
通
し
て
の
み
経
済
的
に
実
現
さ
れ
る
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
囚
り
立
場
に
た
つ
な
ら
ば
ー
ー
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
社
会
主
義
段
階
で
の
「
労
働
の
平
等
・
賃
金
の
平
等
」
（
レ
ー
ニ
ン
）
を
と
っ
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、
全
般
的
労
働
義
務
制
の
実
施
、
搾
取
と
失
業
の
根
絶
、
お
よ
び
「
生
産
者
の
権
利
は
、
彼
の
労
働
給
付
に
比
例
す
る
。
ヽ
平
等
は
、
ひ
と
し
い
尺
度
で
、
す
な
わ
ち
労
働
で
、
測
定
さ
れ
る
点
に
あ
る
。
（
傍
点
ー
原
文
）
」
と
い
わ
れ
る
「
平
等
な
権
利
」
、
と
い
っ
た
経
済
的
平
等
の
諸
要
素
と
、
「
分
業
へ
の
個
人
の
奴
隷
的
従
属
・
：
・
・
・
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
と
の
対
立
」
な
ど
の
残
存
、
「
木
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
平
等
な
個
人
の
天
分
と
、
し
た
が
っ
て
ま
た
不
平
等
な
給
付
能
力
」
を
前
提
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
「
内
容
か
ら
い
え
ば
、
…
…
不
平
等
固
の
権
利
」
と
い
っ
た
経
済
的
不
平
等
の
諸
要
素
と
の
統
一
物
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
、
そ
れ
は
な
お
「
形
式
的
な
平
等
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
経
済
的
不
平
等
の
諸
要
素
が
生
産
諸
関
係
の
な
か
か
ら
し
だ
い
に
除
去
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
の
社
会
主
義
的
口
（
長
砂
）
五
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「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
目
（
長
砂
）
「
こ
の
甚
本
的
経
済
法
則
が
共
産
主
義
的
生
産
様
式
な
全
人
民
的
生
産
諸
関
係
の
共
産
主
義
的
な
全
人
民
的
生
産
諸
関
係
へ
の
発
展
・
成
熟
こ
そ
が
、
ま
さ
に
、
全
人
民
的
所
有
関
係
に
お
囮
け
る
平
等
を
「
形
式
的
な
平
等
か
ら
実
質
的
な
平
等
に
む
か
っ
て
」
（
レ
ー
ニ
ソ
）
発
展
・
転
化
さ
せ
る
過
程
の
実
質
的
な
経
済
的
内
容
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
経
済
的
平
等
と
不
乎
等
と
の
諸
矛
盾
は
疑
い
も
な
く
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
通
説
に
い
わ
れ
る
「
生
産
手
段
に
か
ん
す
る
人
び
と
の
平
等
と
財
貨
の
分
配
に
お
け
る
不
平
等
と
の
矛
盾
」
に
解
消
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
矛
盾
は
、
け
っ
し
て
、
苺
本
的
生
産
関
係
に
の
み
固
有
な
矛
盾
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
基
本
的
経
済
的
矛
盾
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
二
の
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
矛
盾
は
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
に
の
み
内
在
し
て
共
産
主
義
的
生
産
諸
関
係
に
は
内
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
た
と
え
、
そ
れ
ら
が
「
発
展
の
内
的
衝
動
、
源
泉
」
で
あ
る
と
し
て
も
、
共
産
主
義
へ
の
成
長
に
つ
れ
て
み
ず
か
ら
の
役
割
を
減
退
さ
せ
、
つ
い
に
は
消
減
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
基
本
的
生
産
関
係
・
経
済
法
則
・
経
済
矛
盾
が
共
産
主
義
構
成
体
に
―
つ
で
あ
る
、
と
い
う
正
し
い
方
法
か
ら
、
こ
の
点
で
だ
け
離
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
m
 
味
し
て
い
る
。
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
発
展
の
基
本
的
な
源
泉
す
な
わ
ち
基
本
的
経
済
矛
盾
は
、
そ
れ
ら
が
共
産
主
義
的
生
産
諸
関
係
と
区
別
さ
れ
る
諸
特
徴
の
な
か
に
で
な
く
、
共
通
す
る
諸
特
徴
の
な
か
に
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
経
済
的
平
等
の
諸
要
素
・
諸
関
係
の
内
部
に
こ
そ
、
も
と
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
に
し
め
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
「
全
人
民
的
所
有
」
説
の
い
く
つ
か
の
積
極
面
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
に
同
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
第
三
の
代
表
的
な
異
説
的
見
解
・
定
式
は
、
ア
・
ノ
ー
ト
キ
ン
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
定
式
が
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
提
案
さ
れ
て
い
る
。
「
全
人
民
の
増
大
す
る
物
質
的
お
よ
び
文
化
的
欲
望
を
み
た
す
源
泉
と
し
て
の
、
ま
た
こ
れ
ら
を
目
的
と
し
て
社
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
会
的
生
産
を
た
え
ま
な
く
拡
大
し
改
善
す
る
源
泉
と
し
て
の
、
社
会
の
純
生
産
物
（
国
民
所
得
）
の
物
量
を
、
系
統
的
に
、
計
画
的
に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
可
能
な
か
ぎ
り
増
大
さ
せ
る
こ
と
（
傍
点
ー
原
文
ご
(
[
4
1
]
C
T
p
.
4
3
)
。
彼
は
、
五
569 
に
と
っ
て
特
有
な
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
、
四
点
に
つ
い
て
主
張
し
て
い
る
(
C
T
p
.
43~44)。
こ
の
よ
う
な
見
解
・
定
式
の
核
心
が
、
「
社
会
の
純
生
産
物
（
国
民
所
得
）
」
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
あ
る
論
者
は
、
簡
単
に
、
「
国
民
所
得
の
生
産
が
社
会
主
義
の
‘
 
基
本
的
経
済
法
則
で
あ
る
（
傍
点
ー
原
文
ご
(
[
2
3
]
C
T
p
.
1
2
7
)
と
の
べ
、
他
の
論
者
は
、
そ
れ
を
、
「
勤
労
者
に
よ
る
国
民
所
得
の
生
産
と
領
有
の
法
則
」
(
[
2
2
]
C
T
p
.
1
6)
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
種
の
見
解
は
、
「
国
民
所
得
」
説
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
説
の
最
大
の
特
徴
は
、
社
会
・
共
産
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
の
本
質
が
、
基
本
的
な
経
済
学
的
範
疇
1
1
純
生
産
物
（
国
民
所
得
）
に
集
約
的
に
表
現
さ
れ
る
、
と
み
な
し
、
そ
の
よ
う
な
純
生
産
物
の
生
産
を
基
本
的
経
済
法
則
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
す
な
わ
、
、
、
、
、
、
ち
、
「
社
会
主
義
的
生
産
様
式
の
本
質
的
な
特
質
と
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
発
展
の
物
質
的
源
泉
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
国
民
所
得
は
、
中
心
的
な
環
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
社
会
主
義
の
も
っ
と
も
重
要
な
範
疇
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
資
本
主
義
の
も
と
で
の
剰
余
価
値
と
同
様
な
決
定
的
役
割
を
は
た
す
（
傍
点
ー
原
文
ご
(
[
2
3
]
C
T
p
.
1
2
5
)
の
で
あ
り
、
「
経
済
学
的
範
疇
と
し
て
の
純
生
産
物
、
、
、
、
、
は
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
社
会
の
基
本
的
生
産
関
係
の
新
し
い
側
面
を
表
現
す
る
。
（
傍
点
ー
原
文
ご
(
[
4
1
]
C
T
p
.
3
9
)
 
そ
し
、
こ
の
こ
と
の
論
拠
は
、
お
よ
そ
、
つ
ぎ
の
一
一
一
点
に
つ
く
さ
れ
る
。
第
一
の
論
拠
は
、
敵
対
的
な
諸
社
会
構
成
体
で
は
、
剰
余
、
、
、
、
生
産
物
の
特
有
な
社
会
的
形
態
に
そ
の
基
本
的
生
産
関
係
が
表
現
さ
れ
る
の
に
た
い
し
て
、
共
産
主
義
構
成
体
で
は
、
純
生
産
物
（
必
要
生
産
物
プ
ラ
ス
剰
余
生
産
物
）
の
特
有
な
社
会
的
形
態
に
そ
の
基
本
的
生
産
関
係
が
表
現
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
共
産
主
義
構
成
体
で
は
、
「
剰
余
生
産
物
だ
け
で
な
く
必
要
生
産
物
も
生
産
の
起
動
力
と
な
る
（
傍
点
ー
原
文
ご
(
[
2
2
]
C
T
p
.
1
5)
か
ら
で
あ
り
、
「
必
要
生
産
物
も
剰
余
生
産
物
も
、
す
な
わ
ち
純
生
産
物
全
体
が
、
勤
労
者
た
ち
の
財
産
、
そ
の
人
民
所
得
(
H
a
p
O
A
H
h
I
H
:
決
O
X
O
A
)
と
な
る
」
(
[
2
3
]
C
T
p
.
1
2
5
)
か
ら
で
あ
る
。
「
共
産
主
義
的
生
産
様
式
の
も
と
で
は
、
純
生
産
物
（
国
民
所
得
）
の
な
か
に
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
と
直
接
に
社
会
的
な
労
働
と
の
発
展
の
、
全
人
民
に
と
っ
て
の
諸
結
果
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
（
物
量
表
現
で
の
）
必
要
生
産
物
の
増
大
も
剰
余
生
産
物
の
増
大
も
、
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
ロ
（
長
砂
）
五
お
な
じ
よ
う
に
必
要
で
あ
る
。
」
(
[
4
1
]
C
T
p
.
4
1
)
こ
の
論
拠
は
、
570 
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
は
（
長
砂
）
通
説
的
見
解
か
ら
出
発
し
な
が
ら
も
そ
れ
と
衝
突
す
る
契
機
を
内
蔵
し
て
い
る
「
剰
余
生
産
物
」
説
の
肯
定
的
側
面
を
発
展
さ
せ
、
同
時
に
そ
の
消
極
的
側
面
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
原
則
的
に
正
し
い
。
第
二
の
論
拠
は
、
資
本
主
義
の
も
と
で
の
国
民
所
得
と
、
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
の
国
民
所
得
と
は
、
経
済
学
的
範
疇
と
し
て
根
本
的
に
異
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
論
拠
も
、
古
典
か
ら
多
く
の
引
用
を
す
る
ま
で
も
な
く
、
正
し
い
。
第
三
の
論
拠
は
、
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
の
総
生
‘
 
産
物
と
純
生
産
物
の
範
疇
的
区
別
に
か
か
わ
る
。
そ
れ
は
、
「
総
生
産
物
が
共
産
主
義
的
生
産
様
式
の
理
論
的
分
析
の
出
発
点
を
な
す
範
疇
に
す
ぎ
な
い
」
の
に
た
い
し
て
、
「
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
の
諸
関
係
が
、
そ
の
も
っ
と
も
完
成
さ
れ
た
、
深
い
、
そ
し
て
特
徴
的
な
経
済
的
表
現
を
受
取
る
の
は
、
純
生
産
物
あ
る
い
は
国
民
所
得
の
範
疇
の
な
か
で
で
あ
っ
て
、
そ
の
な
か
で
、
社
会
の
た
め
に
、
人
民
全
体
の
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
関
係
が
実
現
さ
れ
る
（
傍
点
—
原
文
ご(
[
4
1
]
C
T
p
.
4
0
)
、
と
い
う
点
に
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。
の
論
拠
も
原
則
的
に
正
し
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
早
く
か
ら
、
「
国
民
所
得
」
説
の
基
本
的
諸
命
題
に
原
則
的
に
同
意
す
る
見
解
を
の
べ
て
き
た
。
そ
し
て
、
ア
・
ノ
ー
ト
キ
ン
に
よ
っ
て
(
[
4
1
]
）
、
こ
の
説
は
新
し
い
理
論
的
水
準
に
引
上
げ
ら
れ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
が
、
な
お
多
く
の
、
よ
り
明
確
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
諸
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
主
要
な
も
の
を
、
と
く
に
ノ
ー
ト
キ
ン
の
所
説
を
批
判
的
に
発
展
さ
せ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
以
下
で
検
討
し
よ
う
。
第
一
に
、
こ
の
説
で
も
、
社
会
・
共
産
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
と
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
の
諸
関
係
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
基
本
的
に
は
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
基
本
的
生
産
関
係
を
直
接
的
生
産
過
程
に
も
と
め
る
べ
き
第
二
に
、
で
あ
る
、
と
い
う
正
し
い
方
法
が
、
首
尾
一
貫
し
て
適
用
さ
れ
て
い
な
い
種
々
の
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
た
だ
ち
に
つ
ぎ
の
点
に
現
わ
れ
る
。
「
純
生
産
物
」
と
「
国
民
所
得
」
と
の
範
疇
的
区
別
が
明
確
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
純
生
産
物
は
国
民
所
得
五
四
こ
.s 7 I 
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
五
五
の
い
わ
ば
生
産
的
実
体
で
あ
り
、
国
民
所
得
は
純
生
産
物
の
一
定
の
分
配
形
態
に
他
な
ら
な
い
。
純
生
産
物
は
直
接
的
生
産
過
程
の
範
疇
で
あ
り
、
国
民
所
得
は
、
分
配
過
程
に
お
け
る
そ
の
転
化
形
態
と
し
て
の
独
自
な
範
疇
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
、
国
民
所
得
の
「
生
産
」
を
い
う
の
は
、
き
わ
め
て
不
正
確
な
表
現
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
転
化
形
態
と
し
て
の
国
民
所
得
の
意
義
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
も
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
純
生
産
物
の
生
産
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
時
に
の
み
、
発
点
と
な
る
規
定
的
な
契
機
は
、
国
民
所
得
で
は
な
く
て
生
産
で
あ
る
」
、
と
か
、
「
国
民
所
得
範
疇
_
ー
そ
れ
は
、
社
会
主
義
経
済
の
、
非
常
に
重
要
だ
が
派
生
的
な
範
疇
で
あ
る
」
、
と
い
う
よ
う
な
批
判
(
[
4
2
]
C
T
p
.
1
0)
に
た
い
し
て
、
こ
の
説
が
真
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
国
民
所
得
」
説
を
「
純
生
産
物
」
説
の
方
向
へ
純
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
の
純
生
産
物
を
、
必
要
生
産
物
と
剰
余
生
産
物
の
な
に
か
単
な
る
合
計
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
資
本
主
義
の
も
と
で
の
純
生
産
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
独
自
の
社
会
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
必
要
生
産
物
と
剰
余
生
産
物
、
、
、
、
の
結
果
的
な
合
計
と
し
て
の
み
存
在
し
、
必
要
労
働
•
生
産
物
と
剰
余
労
働
•
生
産
物
の
敵
対
的
な
区
別
・
連
関
の
基
本
的
生
産
関
係
に
よ
っ
て
、
そ
の
社
会
的
性
格
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
の
純
生
産
物
は
、
直
接
的
生
、
、
、
産
過
程
そ
の
も
の
の
な
か
で
、
「
共
同
の
生
産
手
段
を
も
っ
て
労
働
し
て
、
そ
の
多
く
の
個
人
的
諸
労
働
力
を
自
覚
的
に
―
つ
の
社
会
的
労
働
力
と
し
て
支
出
す
る
」
（
マ
ル
ク
ス
）
こ
と
の
直
接
的
結
果
と
し
て
、
直
接
に
社
会
的
な
生
き
た
労
働
の
支
出
の
成
果
と
し
て
、
最
初
か
ら
単
一
の
社
会
的
性
格
を
も
っ
た
現
実
的
な
範
疇
と
し
て
存
在
す
る
。
社
会
共
産
主
義
の
も
と
で
も
存
在
す
る
必
要
生
産
物
・
労
働
と
剰
余
生
産
物
・
労
働
と
の
区
別
•
関
連
は
、
こ
の
基
本
的
生
産
関
係
に
規
定
さ
れ
た
、
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
生
産
関
係
と
し
て
「
国
民
所
得
」
の
性
格
に
も
反
映
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
資
本
主
義
の
も
と
で
の
国
民
所
得
ほ
、
敵
対
諸
階
級
の
所
得
形
成
と
い
う
甚
本
的
な
分
配
関
係
を
前
提
と
し
、
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
、
そ
れ
ら
の
所
得
の
形
式
的
総
括
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
の
国
民
所
得
は
、
純
生
産
物
の
直
接
的
転
化
形
態
と
し
て
最
初
か
ら
人
民
所
得
で
あ
り
、
口
（
長
砂
）
「出
572 
物
の
意
義
を
重
視
し
て
い
る
。
純
生
産
物
と
は
、
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
口
（
長
砂
）
こ
の
基
本
的
な
分
配
関
係
に
規
定
さ
れ
て
、
各
種
の
所
得
形
態
が
派
生
的
な
分
配
諸
関
係
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
の
国
民
所
得
の
実
体
で
あ
る
純
生
産
物
を
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
単
一
の
基
本
的
な
「
生
産
的
」
範
疇
と
し
て
考
察
す
る
必
然
性
と
可
能
性
の
客
観
的
根
拠
は
、
以
上
の
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
純
生
産
物
の
生
産
こ
そ
が
、
社
会
・
共
産
主
義
生
産
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
、
生
産
者
た
ち
の
推
進
的
動
機
と
な
る
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
純
生
産
物
を
使
用
価
値
の
一
定
の
総
体
に
還
元
し
て
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
ノ
ー
ト
キ
ン
は
、
社
会
的
生
産
物
を
も
っ
ば
ら
「
使
用
価
値
の
総
体
」
と
規
定
し
(CTp.
3
5
)
、
そ
れ
に
照
応
し
て
、
純
生
産
物
の
「
物
量
」
、
「
物
量
表
現
に
お
け
る
」
純
生
産
「
社
会
主
義
と
共
産
主
義
の
も
と
で
、
人
民
の
増
大
す
る
欲
望
を
み
た
し
、
そ
の
目
的
で
社
会
的
生
産
を
拡
大
す
る
量
的
可
能
性
を
規
定
す
る
、
総
生
産
物
の
一
部
分
」
(
C
T
p
.
3
9
)
 
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
社
会
的
総
生
産
物
も
純
生
産
物
も
使
用
価
値
の
一
定
の
総
体
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
の
使
用
価
値
は
、
価
値
・
剰
余
価
値
の
質
料
的
担
い
手
と
し
て
し
か
意
義
を
も
た
な
い
商
品
・
資
本
主
義
生
産
の
も
と
で
の
そ
れ
と
は
ち
が
っ
て
、
本
質
的
に
重
要
な
意
義
、、
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
直
接
に
社
会
的
な
使
用
価
値
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
・
共
産
主
義
の
経
済
学
的
範
疇
と
し
て
の
総
生
産
物
と
純
生
産
物
の
本
性
は
、
使
用
価
値
的
規
定
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
一
側
面
を
表
現
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ノ
ー
ト
キ
ン
自
身
が
、
「
共
産
主
義
の
第
二
段
階
」
に
お
け
る
社
会
的
生
産
物
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
「
直
接
に
社
会
的
な
労
働
は
、
一
面
で
は
、
具
体
的
労
働
の
総
体
と
し
て
の
、
地
面
で
は
、
使
用
価
値
の
総
体
の
生
産
に
必
要
な
支
出
労
働
時
間
の
総
額
と
し
て
の
、
社
会
的
生
産
物
に
表
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
支
出
労
働
時
間
の
表
現
の
た
め
に
、
現
代
的
な
価
値
計
算
か
ら
歴
史
的
に
遺
産
と
し
て
残
さ
れ
た
な
ん
ら
か
の
条
件
的
な
単
位
が
採
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
は
大
い
に
あ
り
う
る
」
(
C
T
p
.
3
9
)
。
し
か
も
、
こ
の
場
合
の
支
出
労
働
時
間
は
、
共
通
の
現
物
的
測
定
単
位
を
も
ち
え
な
い
種
々
の
使
用
価
値
の
総
体
と
し
て
の
社
会
的
総
、
、
、
、
、
生
産
物
を
量
的
に
把
握
す
る
た
め
の
単
な
る
測
定
単
位
・
手
段
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
が
、
直
接
に
社
会
的
な
労
五
六
573 
「
社
会
主
義
の
甚
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
働
時
間
と
し
て
独
自
な
社
会
的
意
義
を
も
ち
、
社
会
・
共
産
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
重
要
な
一
側
面
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
見
失
な
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
社
会
的
生
産
物
・
総
生
産
物
も
純
生
産
物
も
、
直
接
に
社
会
的
な
使
用
価
値
の
総
体
で
あ
る
と
と
も
に
、
直
接
に
社
会
的
な
労
働
時
間
の
支
出
の
総
体
で
も
あ
る
、
と
い
う
「
二
重
性
」
の
統
一
に
お
い
て
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
総
生
産
物
と
純
生
産
物
と
の
差
は
、
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
総
生
産
物
に
お
け
る
直
接
に
社
会
的
な
労
働
は
、
過
去
の
労
働
と
生
き
た
労
働
の
両
方
を
含
ん
で
い
る
の
に
た
い
し
て
、
純
生
産
物
に
お
け
る
そ
れ
は
、
生
き
た
労
働
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
両
者
の
直
接
に
社
会
的
な
使
用
価
値
の
総
体
に
差
異
を
ひ
き
お
こ
す
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
問
題
は
、
で
あ
る
。
そ
し
て
、
総
生
産
物
と
純
生
産
物
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
共
産
主
義
の
す
べ
て
の
段
階
に
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
五
は
、
純
生
産
物
と
い
う
経
済
学
的
範
疇
の
社
会
主
義
段
階
的
特
質
を
い
か
に
と
ら
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
「
共
産
主
義
の
第
一
段
階
に
お
い
て
、
社
会
的
生
産
物
が
直
接
に
社
会
的
な
、
計
画
的
に
組
織
さ
れ
る
労
働
の
生
産
物
で
あ
「
社
会
的
生
産
物
は
、
こ
こ
で
は
、
な
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
商
品
形
態
を
と
る
こ
と
と
の
矛
盾
」
と
し
て
提
起
さ
れ
、
こ
の
矛
盾
が
、
、
、
、
、
、
、
に
よ
り
も
ま
ず
…
…
一
定
の
使
用
価
値
の
総
体
と
し
て
、
直
接
的
に
、
計
画
的
に
生
産
さ
れ
、
社
会
的
生
産
物
と
そ
れ
を
構
成
す
る
個
、
、
、
々
の
商
品
の
価
値
ほ
、
そ
の
補
足
的
な
属
性
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
、
主
張
さ
れ
て
い
る
(
C
T
p
.
 3
7
~
3
8
)
。
ま
た
、
純
生
産
物
に
か
ん
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。
「
社
会
主
義
社
会
に
と
っ
て
意
義
を
も
っ
て
い
る
、
、
、
、
の
は
、
国
民
所
得
の
価
値
の
増
大
そ
れ
自
体
で
は
な
く
て
、
…
…
使
用
価
値
量
の
増
大
、
す
な
わ
ち
国
民
所
得
の
物
量
の
増
大
で
あ
る
。
規
定
性
と
、
す
な
わ
ち
、
価
値
の
運
動
は
従
属
的
役
割
を
は
た
す
。
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
C
T
p
.
4
4
)
総
生
産
物
と
純
生
産
物
の
社
会
主
義
段
階
的
な
範
、
、
、
、
、
、
、
疇
的
特
質
を
、
そ
れ
ら
が
直
接
に
社
会
的
な
総
生
産
物
。
純
生
産
物
で
あ
る
と
い
う
、
共
産
主
義
の
全
段
階
に
共
通
す
る
経
済
的
形
態
「
商
品
形
態
」
に
代
表
さ
れ
る
、
そ
れ
ら
の
社
会
主
義
段
階
に
の
み
固
有
な
経
済
的
形
態
規
定
性
と
の
矛
盾
的
統
一
に
も
と
め
る
、
と
い
う
観
点
そ
の
も
の
は
、
お
そ
ら
く
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
議
論
の
内
容
は
、
口
（
長
砂
）
五
七
わ
れ
わ
れ
を
納
得
さ
せ
な
い
。
な
ぜ
574 
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
は
（
長
砂
）
一
定
の
使
用
価
値
総
体
と
し
て
一
．
面
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
ら
が
直
接
に
社
会
的
な
労
働
時
間
の
一
定
の
体
化
物
で
も
あ
る
と
い
う
他
の
側
面
が
、
社
会
主
義
段
階
に
の
み
固
有
な
「
価
値
」
の
問
題
と
混
同
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
社
会
主
義
と
共
産
主
義
に
共
通
し
て
、
寵
接
に
社
会
的
な
使
用
価
値
を
生
産
す
る
か
ぎ
り
で
意
味
を
も
つ
直
接
に
社
会
的
な
労
働
時
間
の
「
従
属
性
」
と
い
う
問
題
と
、
直
接
に
社
会
的
な
生
産
物
と
い
う
形
態
規
定
に
た
い
す
る
そ
の
「
商
品
形
態
」
の
「
従
属
性
」
と
い
う
問
題
と
は
、
混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
直
接
に
社
会
的
な
使
用
価
値
も
直
接
に
社
会
的
な
労
働
時
間
も
、
そ
の
成
熟
の
社
会
主
義
的
段
階
に
あ
る
こ
と
こ
そ
が
、
直
接
に
社
会
的
な
生
産
物
が
な
お
「
商
品
形
態
」
を
と
る
必
然
性
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
以
上
の
「
商
品
生
産
」
論
は
、
こ
こ
で
の
課
題
で
は
な
い
。
最
後
に
、
ノ
ー
ト
キ
ン
の
所
説
の
な
か
で
は
、
「
某
本
的
矛
盾
」
の
観
点
が
欠
除
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
説
に
拠
る
ヴ
ェ
・
フ
ェ
ド
ロ
フ
に
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
「
国
民
所
得
」
説
の
基
本
的
矛
盾
論
は
、
通
説
と
本
質
的
に
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
人
民
所
得
I
こ
れ
は
、
社
会
主
義
社
会
で
生
産
と
消
費
が
む
す
ぴ
つ
け
ら
れ
る
社
会
的
形
態
で
あ
る
。
一
面
で
は
、
人
民
所
得
ほ
生
産
の
結
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
他
面
で
は
、
社
会
主
義
社
会
の
勤
労
者
た
ち
の
消
費
の
源
泉
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
人
民
所
得
は
、
こ
れ
ら
の
対
立
物
の
統
一
で
あ
る
。
」
(
[
2
3
]
C
T
p
.
1
2
7
)
し
か
し
な
が
ら
、
「
国
民
所
得
」
説
の
長
所
を
そ
の
「
純
生
産
物
」
説
的
側
面
に
み
い
だ
す
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
は
同
意
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
。
す
べ
て
の
敵
対
的
生
産
諸
関
係
に
お
い
て
は
、
そ
の
基
本
的
生
産
関
係
と
基
本
的
経
済
法
則
に
内
在
す
る
基
本
的
経
済
矛
盾
ほ
、
必
要
労
働
•
生
産
物
と
剰
余
労
働
•
生
産
物
へ
の
生
き
た
労
働
と
純
生
産
物
の
敵
対
的
分
割
と
そ
の
統
一
の
な
か
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
産
手
段
1
1
過
去
の
労
働
の
所
有
者
た
ち
と
労
働
力
1
1
生
き
た
労
働
の
所
有
者
・
支
出
者
た
ち
と
へ
の
「
生
産
諸
条
件
の
分
配
」
（
マ
ル
ク
ス
）
の
、
直
接
的
生
産
過
程
に
お
け
る
経
済
的
実
現
・
再
生
産
形
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
社
会
・
共
産
主
義
で
は
、
生
産
手
段
の
所
有
者
と
直
接
的
生
産
者
と
の
社
会
的
規
模
で
の
人
格
的
結
合
を
意
味
す
る
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
の
関
係
は
、
な
ら
、
直
接
に
社
会
的
な
総
生
産
物
と
純
生
産
物
の
本
性
が
、
も
っ
ば
ら
、
「
共
同
の
生
産
手
段
を
も
っ
て
五
八
575 
注
山③
 
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
五
九
、
、
、
労
働
し
て
、
そ
の
多
く
の
個
人
的
諸
労
働
力
を
自
覚
的
に
―
つ
の
社
会
的
労
働
力
と
し
て
支
出
す
る
」
基
本
的
生
産
関
係
の
も
と
で
、
宜
接
に
社
会
的
な
純
生
産
物
が
生
産
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
経
済
的
に
実
現
・
拡
大
再
生
産
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
直
接
に
社
会
的
な
純
生
産
物
の
内
部
に
基
本
的
経
済
矛
盾
は
存
在
し
え
な
い
。
甚
本
的
経
済
矛
盾
は
、
過
去
の
、
蓄
積
さ
れ
た
、
直
接
に
社
会
的
な
労
働
(1
生
産
手
段
）
と
、
生
き
た
、
直
接
に
社
会
的
な
労
働
(1
純
生
産
物
）
と
の
あ
い
だ
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
生
き
た
労
働
の
支
出
に
よ
っ
て
純
生
産
物
を
生
産
す
る
に
は
、
過
去
の
蓄
積
さ
れ
た
労
働
(1
生
産
手
段
）
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
社
会
的
規
模
で
の
年
々
の
生
き
た
労
働
が
純
生
産
物
を
生
産
で
き
る
の
は
、
補
填
用
生
産
手
段
の
再
生
産
を
含
む
総
生
産
物
の
生
産
を
通
じ
て
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
年
々
の
純
生
産
物
の
生
産
は
そ
れ
だ
け
制
約
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
・
再
生
産
の
一
般
的
条
件
に
す
ぎ
な
い
か
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
純
生
産
物
の
生
産
が
社
会
的
生
産
の
発
展
の
起
動
力
と
な
り
、
生
産
手
段
の
生
産
が
生
産
の
た
め
の
生
産
と
い
う
自
己
目
的
と
し
て
ほ
お
こ
な
わ
れ
え
な
い
社
会
・
共
産
主
義
の
も
と
で
、
は
じ
め
て
、
現
実
的
な
矛
盾
し
か
も
甚
本
的
経
済
矛
盾
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
、
、
、
、
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
、
非
敵
対
的
な
矛
盾
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
と
ェ
ニ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
す
で
に
『
共
産
党
宜
言
』
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
で
は
、
生
き
た
労
働
は
蓄
積
さ
れ
た
労
働
を
ふ
や
す
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
共
産
主
義
社
会
で
は
、
蓄
積
さ
れ
た
労
働
は
、
労
働
者
の
生
活
の
い
と
な
み
を
ひ
ろ
く
し
、
ゆ
た
か
に
し
、
向
上
さ
せ
る
手
段
に
ほ
か
⑧
 
な
ら
な
い
。
」
に
わ
れ
わ
れ
の
見
解
は
要
約
さ
れ
う
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
お
よ
そ
以
上
の
諸
点
が
、
「
国
民
所
得
」
説
の
限
界
に
関
連
す
る
わ
れ
わ
れ
の
独
自
な
見
解
で
あ
る
。
「
直
接
に
社
会
的
な
純
生
産
物
、
、
、
、
、
、
の
生
産
の
法
則
1
こ
れ
が
社
会
・
共
産
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
で
あ
る
」
、
[
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]
C
T
p
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p
.
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.
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(8) (7) (6) (5) (4) 
あ
と
が
き
『
マ
ル
・
ニ
ン
1
一
巻
選
集
』
大
日
書
店
、
第
一
巻
三
五
ペ
ー
ジ
。
』
C
T
p
.
 1
2
~
1
6
.
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[
2
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[
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C
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1
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[
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p
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0
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[
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3
]
C
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p
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1
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~
1
1
7
,
 
[
4
6
]
 
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
個
所
を
参
照
さ
れ
た
い
ー
『
富
大
経
済
論
集
』
第
九
巻
第
四
号
（
一
九
六
四
・
一
）
五
六
l
五
七
ペ
ー
ジ
、
お
よ
び
同
誌
第
八
巻
第
一
号
(
-
九
六
ニ
・
七
）
―
―
―
七
l
四
0
ペ
ー
ジ
。
困
回
、
い
B
・
レ
ー
ニ
ソ
『
国
家
と
革
命
』
ー
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
邦
訳
、
大
月
書
店
、
第
二
十
五
巻
五
一
0
ペ
ー
ジ
。
『
マ
ル
・
ニ
ソ
ニ
巻
選
集
』
大
月
書
店
、
第
二
巻
一
五
し
一
六
ペ
ー
ジ
を
み
よ
。
(3) 
K
・
マ
ル
ク
ス
「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」
、
B
・
レ
ー
ニ
ン
『
国
家
と
革
命
』
、
前
出
同
ペ
ー
ジ
。
[
3
9
]
C
T
p
.
 1
0
3ー
1
0
5
,
[
4
2
]
C
T
p
.
 1
0
7
,
 
[
4
3
]
C
T
p
.
 1
1
8
,
 
1
2
1
 
~
'
:
.
\
J
{
«
l
み
こ
よ
。
、
、
、
、
以
上
で
の
検
討
は
、
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
済
法
則
の
内
容
そ
れ
自
体
の
解
明
、
し
か
も
主
と
し
て
方
法
論
的
な
接
近
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
社
会
主
義
の
基
本
的
生
産
関
係
・
経
済
法
則
・
経
済
矛
盾
・
経
済
学
的
範
疇
が
、
社
会
主
義
の
生
産
諸
関
係
、
、
、
、
、
、
、
、
経
済
諸
法
則
、
経
済
的
諸
矛
盾
、
経
済
学
的
諸
範
疇
の
そ
れ
ぞ
れ
の
体
系
の
な
か
で
、
い
か
に
具
体
的
に
規
定
的
な
役
割
を
は
た
し
、
文
字
通
り
基
本
的
な
位
置
を
し
め
る
か
、
と
い
う
問
題
の
解
明
は
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
課
題
は
、
わ
れ
わ
れ
の
今
後
の
研
究
の
な
か
で
、
個
々
の
機
会
に
果
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
一
九
六
三
ー
一
九
六
四
）
「
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
」
論
の
検
討
六
〇
